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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

３
月
３
１
日 

市
駅
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
社
保
部
会 

４
月 

１
日 

看
護
、
介
護
を
考
え
る
会
、
守
ろ
う
９
条 

紀
ノ
川
市
民
の
会 

 
 

 

３
日 

河
西
事
務
所
生
活
相
談 

 
 

 

４
日 

会
議
、
点
字
図
書
館
開
所
式 

 
 

 

５
日 

休
み 

 
 

 

６
日 

市
駅
前
事
務
所
生
活
相
談
、
団
会
議 
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「
原
さ
ん
の
い
う
通
り
や
っ
た

わ
。
近
所
の
人
か
ら
も
喜
ば
れ
て

な
あ
」
と
知
人
か
ら
の
電
話
。
こ

の
知
人
、
事
情
が
あ
っ
て
近
所
は

２
軒
だ
け
と
い
う
山
間
の
集
落

に
引
っ
越
し
た
。
「
サ
ル
が
い
っ

ぱ
い
で
収
穫
す
る
前
に
全
部
や

ら
れ
る
ん
や
と
お
」
と
心
配
そ
う

に
い
う
の
で
、
僕
は
「
心
配
せ
ん

で
も
え
え
て
、
イ
チ
ロ
ー
が
吠
え

た
ら
来
ん
よ
う
に
な
る
わ
」
と
言

っ
て
あ
げ
た
。 

イ
チ
ロ
ー
は
大
き
な
犬
で
、
腹

の
底
に
響
く
よ
う
な
声
で
吠
え

る
の
だ
。
引
っ
越
し
て
数
日
後
、

あ
れ
だ
け
「
悪
さ
」
を
し
て
い
た

サ
ル
た
ち
の
姿
が
ピ
タ
リ
と
見

え
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
「
蜘
蛛

の
子
を
散
ら
す
っ
ち
ゅ
う
の
は

こ
の
こ
と
や
よ
」
と
知
人
。 

そ
れ
は
そ
れ
で
落
着
な
の
だ

が
、
そ
の
サ
ル
た
ち
は
別
の
場
所

に
移
動
し
ま
た
「
悪
さ
」
を
す
る
。

し
か
し
、
サ
ル
た
ち
は
「
元
を
正

せ
ば
、
生
態
系
を
壊
し
た
人
間
た

ち
が
悪
い
」
と
い
う
だ
ろ
う
。 

そ
の
人
間
た
ち
だ
が
、
若
者
は

里
で
は
暮
ら
せ
ず
、
高
齢
者
も
減

り
つ
づ
け
、
地
域
が
壊
れ
て
い
っ

て
い
る
。 

 

 

３
月
２
３
日
、
森
友
学
園
籠
池
理
事
長
の
証
人
喚
問
で
、

与
党
は
幕
引
き
の
つ
も
り
が
幕
開
け
。
そ
こ
で
話
題
に
な
っ

た
「
忖
度
（
そ
ん
た
く
）
」
と
言
う
古
い
言
葉
。
そ
の
意
味

は
「
他
人
の
心
中
を
推
し
は
か
る
こ
と
」（
広
辞
苑
）。 

 

籠
池
氏
の
証
人
喚
問
の
結
果
、
ア
ベ
首
相
か
ら
１
０
０
万

円
の
寄
付
の
存
在
、
国
有
地
の
破
格
の
安
値
は
籠
池
氏
も

「
想
定
外
」
で
、
「
当
時
の
財
務
省
理
財
局
長
に
聞
い
て
く

れ
」
と
し
ゃ
べ
る
始
末
。
ア
ベ
首
相
と
夫
人
の
昭
恵
氏
が
森

友
学
園
の
教
育
勅
語
を
暗
唱
す
る
教
育
に
惚
れ
て
新
小
学

校
の
「
名
誉
校
長
」
に
就
任
予
定
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
籠
池

氏
は
昭
恵
氏
と
メ
ー
ル
は
２
月
だ
け
で
も
２
２
本
も
あ
り
、

籠
池
夫
人
と
の
会
話
も
頻
繁
な
間
柄
だ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に

昭
恵
氏
に
政
府
職
員
の
「
夫
人
付
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
就
任
、

そ
の
一
人
に
籠
池
氏
が
い
く
つ
も
の
要
望
を
示
し
た
手
紙

を
送
り
、
ゼ
ロ
で
は
な
く
「
満
額
回
答
」
の
返
事
を
も
ら
う

な
ど
、
ま
る
で
重
大
な
「
疑
惑
の
デ
パ
ー
ト
」
で
す
。 

そ
れ
で
も
ア
ベ
首
相
は
「
忖
度
は
さ
れ
て
い
な
い
」
と
繰

り
返
す
ば
か
り
。
元
大
蔵
官
僚
で
財
務
（
大
蔵
）
相
を
３
度

務
め
た
藤
井
裕
久
元
衆
院
議
員
は
「
国
有
地
を
８
億
も
ま
け

て
売
却
と
は
近
畿
財
務
局
で
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
ア
ベ

首
相
の
妻
の
昭
恵
氏
の
名
前
を
聞
き
「
国
の
職
員
が
『
忖
度
』

し
売
却
を
進
め
た
の
で
は
」
と
の
見
方
や
、
「
そ
ん
な
忖
度

が
で
き
る
の
は
近
畿
財
務
局
の
局
長
か
そ
れ
以
上
の
本
省

だ
」
と
指
摘
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。
ア
ベ
昭
恵
氏
の
証
人
喚

問
は
絶
対
必
要
！ 

出
て
来
な
い
な
ら
「
忖
度
の
中
心
人
物

は
昭
恵
氏
」
と
認
識
し
宣
伝
し
ま
し
ょ
う
。
（
編
集
室
） 

 

 

柿を食べるおサルさん 

 

二
月
定
例
議
会
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
建
設
問
題
で
の
質
問
は
、
三
月
十

二
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
の

で
今
週
は
他
会
派
の
質
問
の
特
徴

な
ど
で
す
。 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
施
設
や
カ
ジ
ノ
を

含
む
総
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の

誘
致
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
・
雑

賀
議
員
は
和
歌
山
に
持
ち
込
ま
せ

な
い
立
場
か
ら
、
自
民
党
議
員
は
韓

国
の
Ｉ
Ｒ
視
察
を
通
じ
和
歌
山
へ

の
誘
致
に
批
判
的
な
意
見
を
、
別
の

自
民
党
議
員
は
和
歌
山
へ
の
誘
致

を
積
極
的
に
進
め
る
立
場
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
質
問
し
ま
し
た
。 

 

改
新
ク
ラ
ブ
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
部
落

差
別
問
題
を
取
り
上
げ
、
部
落
差
別
解

消
法
を
活
用
し
た
具
体
的
対
策
を
求

め
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
雑
賀
議
員
は

総
務
委
員
会
で
、
ネ
ッ
ト
上
の
部
落
差

別
問
題
は
部
落
差
別
解
消
法
で
は
直

接
取
り
組
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。 

 

和
歌
山
市
の
園
部
、
六
十
谷
地
区
と

直
川
、
府
中
地
区
の
２
つ
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
計
画
に
つ
い
て
、
わ
た
し
奥
村
が

一
般
質
問
で
環
境
ア
セ
ス
や
千
手
川

の
砂
防
指
定
地
・
砂
防
設
備
・
森
林
伐

採
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
公
明

党
が
予
算
特
別
委
員
会
で
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
確
保
と
同
意
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。 

 

自
民
党
が
紀
淡
海
峡
ル
ー
ト
の
早

期
実
現
を
、
自
民
党
井
出
議
員
が
京
奈

和
自
動
車
道
の
第
二
阪
和
国
道
へ
の

延
伸
を
求
め
ま
し
た
。 

 

自
民
党
が
、
自
衛
官
、
自
衛
隊
各
種

学
校
の
県
立
高
校
に
対
す
る
募
集
や

説
明
会
を
拡
大
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。 

 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

 

右
の
写
真
は
日
本
国
民
救
援
会
和

歌
山
県
本
部
か
ら
「
テ
ロ
等
準
備
罪
と

い
う
共
謀
罪
新
設
に
反
対
す
る
請
願
」

が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
報
告
「
不
採
択
」

に
対
し
て
賛
成
し
て
い
る
各
議
員
。 

（
奥
村
、
雑
賀
議
員
は
座
っ
た
ま
ま
） 

 


